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への導入をギ、酸エチノレ誘導体 (RCOOEt，R= Cl, CN) を用いる光化学反応によって l 段で行なわしめ
ることに成功し，ついで光照射の下にアシルシアニドをシクロヘキサン， ト jレエン，ジフェニノレメタ
ンなどの炭化水素 (R'H) と反応せしめて RCOR' 形のケトンを生成せしめる新しい反応を開発して
いる。
特 lと本論文の特長とすると乙ろは， α-水素をもたないオレフィン，たとえば， 1 ，トジフェニノレエチ
レン， α・メチノレスチレン， ノ jレボルネン， 2-メチノレ-2-プテンなどに対するアセチノレシアニドの光
付加反応によってシアノ基を有する新しいオキセタンが生成する事実を見出したととで，このオキセ
タンは酸に対して安定で，またアノレカリによってシアノ基のみが加水分解される特長をもっている。
以上，有機シアノおよび塩素化合物を用いた光化学反応によって合成化学の新しい素反応の開発に
成功したことは，この方面の工学的基礎の進歩に貢献したものであり，よって本論文は博士論文とし
て価値あるものと認める。
? ??つ戸
